
令 和 ２ 年 第 ４ 回 市 議 会 定 例 会 一 般 質 問 一 覧 表 

 

  １ 日   時  令和２年１２月２日（水） 午前９時３０分 

           令和２年１２月３日（木） 午前９時３０分 

            

  ２ 質 問 者 （質問順） 

 

 新緑水クラブ       ６０分 （１ 北 川 明 夫、２ 加 藤 菊 信、３ 井 上 正 人） 

 市友会          ４０分 （４ 佐 藤 友 昭、５ 工 藤 政 明） 

    公明党          ４０分  （６ 神 野 久美子、７ 井 上 純 一） 

    日本共産党議員団     ４０分 （８ 近 藤 美保子、９ 坂   ゆかり） 

    子どもたちに青い空    ４０分 （10 村 瀬 晃 代、11 村 瀬 進 治） 

    東海市民の声       ２０分 （12 間 瀬 友 浩） 

 

  ３ 質問事項、要旨及び項目 
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質  問  者  １ 北 川 明 夫 議 員 （新緑水クラブ） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ 市政運営と次期市

長選挙について 

１ 鈴木市政５期目もあと５か月余

で任期満了となるので、この４年

間のまちづくりの成果を振り返

り、今後の東海市への思いと合わ

せて、次期市長選挙に対する考え

を伺う 

 これまでの市政運営を振り返り、どのように評価しているのか。

また、これからの東海市がめざすべき将来像と、それに向け必要

な今後の取組について、どのように考えているのか 

 令和３年度に執行予定の次期市長選挙については、どのように

考えているのか 

 

２ ウィズコロナ・ポ

ストコロナ対策につ

いて 

１ 新型コロナウイルスの感染拡大

が収まらず、年末に向けて第３波

の本格的な到来が懸念されてい

る。この間、医療現場では効果的

な治療により重症者数が抑制さ

れ、国内外でワクチン開発が急ピ

ッチで進められる一方、一般に新

しい生活様式は定着してきている

が、今後もコロナとの闘いは暫く

続くと覚悟せざるを得ない。そこ

で、ウィズコロナ時代における対

策等について伺う 

 コロナ禍での市民の暮らしや各種事業活動への影響をどう把握

しているのか、実態調査が必要ではないか。また、健康、仕事、

生活等について不安を抱く市民のため、独自の相談窓口を設けて

はどうか 

 これまで市は、国県と連携し、或いは単独で様々な支援策や減

免措置等を講じているが、利用実績等はどうか。また今後、市民

や事業者向けに必要な対策として、どのような支援策等を検討し

ているのか 

 現在、一般職職員等に対し行っているインフルエンザ予防接種

の費用負担制度は、県費負担教職員にも対象を広げることが必要

と考えるがどうか 

 感染拡大の長期化が予想されるので、全体調整班の設置など組

織体制の強化と共に、市を挙げての感染症対策の強化と差別・風

評被害の禁止等を盛り込んだ条例制定を検討してはどうか 
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２ 今回の感染症対策では、行政や

民間におけるデジタル化の遅れ等

が浮き彫りになり、目下、国を挙

げてデジタル化を始め大胆な行政

改革が進められている。そこで、

ポストコロナ時代を見据えて、速

やかな対策等が必要な行政課題に

ついて伺う 

 国全体で行政のデジタル化が動き出したが、本市は第３次情報

化推進計画の策定を急いで行い、行政手続等のデジタル化を加速

させるべきではないか。また、市民等の利便性をさらに高めるた

め、市庁舎を始め公共施設内のＷｉ－Ｆｉ整備の拡充を図る必要

があると思うがどうか 

 国県は、令和３年１月から一部例外を除き、行政手続きの押印

を全廃する準備を進めており、本市も同様の対応が必要と思うが

どうか 

 令和３年３月にマイナンバーカードに健康保険証の一体化が図

られるが、本市の準備状況と市民への普及啓発の方法はどのよう

か 

 

３ ふるさと納税の拡

大による地域振興に

ついて 

１ 令和２年１０月から新たに、コ

ロナ禍で苦しむ市内事業者を個人

が応援するふるさと納税が始まっ

た。また、市が行う地方創生事業

を企業が支援する企業版ふるさと

納税の導入も検討が続けられてい

る。そこで、こうした制度を活用

した地域振興の取組等について伺

う 

 ふるさと納税による市の寄付収入と税額控除額は、どのような

実績か。また、県内の類似団体と比較し、どのように評価してい

るのか 

 市内事業者応援寄付金の実績と今後の見通しはどうか。また、

今後の利用拡大策として、どのような方策を講じていくのか 

 経済が不安定な中ではあるが、市の総合戦略と企業の社会貢献

を結び付ける地域再生プロジェクトを定めて、企業版ふるさと納

税が動き出すよう、前向きな取組が必要であると考えるがどうか 

 

４ 再生可能エネルギ

ーの利活用の推進に

ついて 

１ 菅政権は、２０５０年までに温

室効果ガス排出を実質ゼロとする

グリーン社会の実現を目標にスタ

ートした。本市も第２次環境基本

計画で再生可能エネルギーの活用

策として、住宅用太陽光発電シス

テム等の設置支援や公共施設等へ

の率先的活用を掲げているので、

その推進方策について伺う 

 住宅用太陽光発電システム等への補助実績はどのような状況

か。また、売電価格の低下が予想される中、補助制度を拡充する

検討が必要ではないか 

 公共施設等の屋根貸し方式による太陽光発電システムの設置

は、経済的で災害時の電源確保に役立つので、早期に導入すべき

と考えるがどうか 
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５ 自転車安全利用の

促進条例の普及等に

ついて 

１ 自転車が関わる交通事故が増加

傾向にある中、令和元年度の県政

世論調査によれば、自転車利用者

の９４％がヘルメットを着用して

おらず、損害賠償責任保険の加入

は３７％に止まっている。そこで、

平成３１年３月施行の自転車の安

全な利用の促進に関する条例の今

後の普及策等について伺う 

 県は、損害賠償責任保険加入の義務化や、事業者・学校長の責

務を重くするなど、本市とは異なる内容の条例制定をめざして関

係手続きを進めているが、本市としては、今後どう対応していく

考えなのか 

 自転車事故による高額賠償判決が続く中、保険加入状況は、２

年間でどう変化してきたか。また、加入状況を把握するため、ア

ンケート調査等を実施してはどうか 

 ヘルメット購入の補助制度の利用状況はどうか。また、今後は、

高校・大学や事業所等の協力を得ながら、助成制度の普及策を検

討してはどうか 

 

６ 文化センターを核

にしたまちづくりに

ついて 

１ 横須賀文化の香るまちづくり

は、１１月２３日に景観整備事業・

電線共同溝工事の竣工式と隈研吾

氏の講演会等が行われ、いよいよ

佳境に入ってきた。今後は、拠点

となる文化センターリニューアル

の進展が鍵となるので、事業実施

に向けた計画等について伺う 

 講演会等の実施は、どのような成果があったのか。また、隈研

吾氏から、まちづくりを進める中での文化センターリニューアル

の在り方や建築全般について、どのような意見やアドバイスがあ

ったのか 

 現在、映像文化の視点を入れた生涯学習施設や、歴史と町並み

に調和したまちの価値を高めるための機能や規模等を再検討中と

伺うが、具体的に施設のコンセプトや機能、建築等について、ど

のように検討を進めているのか。また、実施設計や建設スケジュ

ールはどのようか 

 まち歩きを誘うためには、文化センター周辺の道路美装化が必

要と思うが、今後の計画はどのように考えているのか 

 

７ 国勢調査の適正な

実施に向けた取組に

ついて 

１ 国勢調査は、国や地方自治体の

政策の基礎資料となる５年に一度

の最も重要な調査である。コロナ

禍で調査員等の確保や調査方法に

困難さが増し、大変な調査活動だ

ったと思うが、適正な調査を実施

するための取組等について伺う 

 調査員等の募集や対面しない調査方法は苦労が多かったと思う

が、どのように取り組んだのか。また、今後の調査に活かせる成

果や教訓は何か 

 精度の高い調査結果を求めるには、通常の回収分とは別に、世

帯員以外からの聞き取り調査や、行政資料を活用した調査票の補

記が重要と言われるが、今後はどのような努力を続けていくのか 
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質  問  者  ２ 加 藤 菊 信 議 員 （新緑水クラブ） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ 令和３年度の予算

編成の考え方につい

て 

１ 新型コロナ禍の中、令和２年度

は多くの事業が縮小や変更、中止

となっている。また、令和３年度

は市長選挙が予定されている。令

和３年度予算の編成にあたって、

骨格予算の考え方と、各事業予算

を新型コロナウイルス発生以前に

戻った予算編成を行うのか考え方

を問う 

 新型コロナ禍の中、予想がしにくい中ではあるが令和３年度の

税収をどういった算定根拠でどの程度の金額を予想しているか 

 継続事業が多い中、市長選挙があるが、金額を含めどのように

骨格予算を考えるか 

 各事業予算を新型コロナウイルス発生以前の予算編成とするの

か、令和２年度の実績に沿った予算編成とするのか。また、今後

予備費も含め新型コロナウイルス対策費をどのように考えている

のか 

 

２ 東海市芸術劇場の

運営について 

１ 新型コロナウイルスの影響で、

イベントや事業の中止・縮小が余

儀なくされている。また、貸館の

中止やキャンセルが数多く発生し

運営が大変なことと思われる。令

和２年度において影響を受けた金

額はどうなっているか。また、出

演依頼等は何年も前より行わなく

てはならず今後の契約をどうして

いく考えか問う 

 緊急事態宣言等で利用制限がなされ、自主文化事業や興行事業

等、数多くの事業が影響を受けたことと思うが、どういった事業

が影響を受けたのか。また、貸室・貸館等のキャンセルを含め影

響額はどうか 

 令和３年度も新型コロナウイルスの状況が予測できない中、今

後の自主文化事業の契約や貸館の興行事業の営業、東海市芸術劇

場友の会ユウナルフレンドメンバーズのプラチナ会員の募集等に

対する考え方はどうか 

 

３ 文化財的価値のあ

る聚楽園大仏につい

て 

１ 聚楽園大仏が令和２年度の調査

において文化財的価値があること

が認められたと聞くが、市民に親

しまれており、貴重な文化財的価

値のある大仏を、市として今後ど

のように対処し将来に伝えていく

考えか問う 

 聚楽園大仏の文化財的価値は具体的にどのようなものか 

 いずれ大規模修繕が必要となる聚楽園大仏や早急な修繕が必要

と思われる仁王像を保存していくために、市として何ができるの

か。また、保存のための手法について考えはあるのか 

 聚楽園公園に隣接する聚楽園大仏が、今まで以上に公園と一緒

に市民に安心して親しまれるような環境整備を考えてはどうか 
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４ 新型コロナ禍、教

育現場での指針につ

いて 

１ 今後、インフルエンザと新型コ

ロナウイルス両方の流行が懸念さ

れているが、教育現場での予防策

と学級閉鎖・学校休業等の考え方

について問う 

 新型コロナウイルス感染症の流行により、学校休業が余儀なく

されたが、その後、小中学校の児童生徒の不登校の状況は令和元

年度と比べどのようか 

 冬を迎える中、換気等の予防策はどのようか。また、新型コロ

ナウイルスやインフルエンザによる学級閉鎖や学校休業について

の考え方はどのようか 

 新型コロナウイルス発症者が復学するための対処とフォローは

どうなっているか 

 

２ 現在、整備計画中のタブレット

によるリモート学習の実施につい

て問う 

 ギガスクール構想のリモート学習について、学校休業や学級閉

鎖の時、小学校低学年児童に対してオンライン授業やリモート学

習を行っていく上での課題は何か 
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質  問  者  ３ 井 上 正 人 議 員 （新緑水クラブ） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ 太田川駅東歩道の

ランの道について 

１ コロナの影響で延期していた

「ランの道づくり植栽会」が令和

２年１０月２４日に開催され、ラ

ンの専門家である市橋先生のご指

導の下、株分けしたシラン等を市

民の協力を得て植栽したが、今後

の植栽計画を問う 

 駅東歩道の東端までまんべんなく植栽され、見事に花が咲いた

ら観光資源になると思うが、再度の株分け等、今後の計画はどの

ようか 

 

２ 太田川駅からランを鑑賞しなが

ら東にゆっくり歩くと景観がよく

なってきた。駅東歩道の東端にト

イレがあるといいのではないか市

の考えを問う 

 駅東歩道の東端あたりにトイレの設置を検討してはどうか  

２ 東海市文化遺産の

活用について 

１ 緑陽公園整備予定地内の太佐山

高射砲陣地跡について、測量及び

発掘調査結果から大変貴重なもの

であることが判明した。また、木

田城跡については大田まちづくり

の会と社会教育課学芸員の調査に

より木田城の概要が判明した。高

射砲の設計図が残っている高射砲

陣地跡や木田城跡について、バー

チャル等による再現を含めた活用

法を問う 

 本市に残っている貴重な文化遺産について、今後もしっかり保

存していくことはもちろんだが、内外にアピールするにはどうい

う方法があるか 
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３ 新型コロナ対策に

ついて 

１ 厚生労働省が密を避ける対策と

して推奨している二酸化炭素濃度

による注意喚気の方法がある。１，

０００ppm を超えると換気に注

意、１，５００ppm を超えたら密

が極まるというもの。このような

考えを取り入れ、本市の施設で開

催される会議、集会等が密になら

ないような取組をする考えはある

か 

 見た目にもわかりやすい二酸化炭素濃度測定器による測定で密

を避ける取組をする考えはあるか 

 

４ ワクチン接種費用

の補助について 

１ おたふくかぜワクチンは以前か

ら接種費用の補助要望がある。ま

た、令和２年から名古屋市で帯状

疱疹のワクチン接種費用の補助が

始まった。公費助成について本市

の考えを問う 

 おたふくかぜ及び帯状疱疹ワクチンの接種費用の補助の考えは

あるか 

 

５ 街路灯・防犯灯に

ついて 

１ 太田川駅南側、名鉄河和線高架

沿いで長期間街路灯が消えたまま

の事象が発生した。令和３年度か

らの道路照明灯・防犯灯の維持管

理の委託化により、街路灯・防犯

灯が不点灯になった場合、直接Ｅ

ＳＣО事業者コールセンターへ連

絡することとなるが、不点灯対応

に要する期間について問う 

 太田川駅南の名鉄河和線高架沿いの街路灯について、修理期間

が長くなった理由は何か 

 街路灯や防犯灯が不点灯となった場合、これまで通りの期間で

修理できるのか 
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６ 太田川駅周辺土地

区画整理事業につい

て 

１ 事業が終盤を迎え、換地処分、

登記手続及び清算手続を進めるに

あたり、特に換地処分においては

多くの市民が住所の変更の届出を

行うことが想定される。また、本

事業は事業期間が長いため、土地

所有者の相続や売買の発生が多

く、清算金に対して心配されてい

る市民がいる。どのような対策を

考えているか 

 住民の手続にはどのようなものが必要か。また、市に関する変

更届はできるだけ簡略にできないか 

 事業完了時、清算金が発生する件数はどの程度あるか 

 清算手続をスムーズにするため、対象者への周知をどのように

考えているか 

 

７ 太田川駅西周辺整

備の進捗状況につい

て 

１ リニア中央新幹線の工事は、静

岡県内で未着手となっている。こ

のような状況の中、（都）西知多

道路大田インターチェンジ（仮称）

の整備及び組合が設立された東海

太田川駅西土地区画整理事業への

影響について問う 

 大田インターチェンジ（仮称）の現在の進捗状況及び整備スケ

ジュールへの影響はどうか 

 東海太田川駅西土地区画整理事業の現在の進捗状況及び整備ス

ケジュールへの影響はどうか 

 

 

２ 新型コロナウイルス感染症が及

ぼす経済活動への影響等が懸念さ

れる。このような状況の中、東海

太田川駅西土地区画整理事業への

影響について問う 

 コロナ禍で、土地区画整理事業への企業進出に影響はあるのか  
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質  問  者  ４ 佐 藤 友 昭 議 員 （市友会） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ 市の財政について １ 令和２年１０月の国の月例経済

報告には「景気は新型コロナウイ

ルス感染症の影響により依然とし

て厳しい状況にあるが、このとこ

ろ持ち直しの動向がみられる。」

とあるが、感染症拡大は先行き不

透明であり、現時点においては、

今後の経済状況を見通すことが困

難な状況である。こうした中、感

染症の影響による個人所得や企業

収益の悪化により、特に個人市民

税、法人市民税及び固定資産税に

ついては大幅な減収が予想される

が、本市の考えを問う 

 令和３年度の個人市民税、法人市民税及び固定資産税の減収額

をどの程度と見込んでいるか 

 厳しい財政状況下にあっても、市民サービスの質を低下させず

に「新たな日常」の実現に向けて、どのような予算編成を考えて

いるのか 

 新しい生活様式にシフトするまちづくりを推進するための課題

は何か。また、対応策をどのように考えているか 

 

２ 教職員や児童生徒

のメンタルヘルスに

ついて 

１ コロナ禍による短い夏休み、行

事の中止や規模縮小等、子どもた

ちの生活や健康は、新型コロナウ

イルス感染拡大の影響を受け、こ

れまで経験したことのないストレ

スを受けていると考える。また、

学校における業務と責任を担う教

職員も同様にコロナ禍で様々な対

応が求められている中、感染予防

としての観点からも責務を負って

いる現状である。そこで教職員や

児童生徒の心身のケアをしっかり

行うことが重要であるため、心身

のケアについて問う 

 教職員が行っている新型コロナウイルス感染予防の取組は、ど

のようなものがあるのか。また、メンタルヘルスの不調による休

職者数のコロナ禍前後での推移はどのようか 

 児童生徒がコロナ禍で、行事の中止等々これまで経験したこと

のないストレスを受けていると思うが、どのような対応を行って

いるのか 

 新型コロナウイルス感染者への差別や偏見をなくすため、どの

ような防止対策を行っているのか 
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３ 小中学生のインタ

ーネット利用につい

て 

１ インターネットを利用して便利

で快適な生活を送れる一方で親が

知らないうちに、子どもたちがイ

ンターネットを悪用した犯罪に巻

き込まれるケースが増えている

が、学校や家庭での携帯電話使用

に関するルールづくりやインター

ネットの危険性を学ぶことがとて

も重要であるため、本市の考えを

問う 

 インターネット犯罪及びトラブルに巻き込まれた件数をどのよ

うに把握しているのか。また、傾向をどのように分析しているか 

 インターネットトラブルに、子どもたちが巻き込まれることを

防ぐため、現状どのような啓発活動を行っているのか 

 令和３年度からいよいよＩＣＴを活用した学習環境がスタート

するが、１人 1台のタブレット端末貸与におけるセキュリティ対

策をどう考えているのか 

 

４ 市民サービス向上

について 

１ コロナ禍もあり、電子図書館に

おける電子書籍の利用が全国的に

増加している。電子書籍は、図書

館に行かなくても２４時間貸し出

しが可能で、基本的にパソコンや

スマートフォン・タブレットを持

っていれば閲覧できるため、いつ

も自分が使っている端末で利用で

きるインターネットを通じたサー

ビスであり、市民サービスの向上

に必要であるため、本市の考えを

問う 

 電子書籍サービス導入の効果と課題について、どのように考え

ているか。また、今後、電子書籍サービスを導入する考えはある

か 
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２ 新型コロナウイルス感染症対策

として、市役所の窓口業務におけ

る混雑時対応の考え方を改め、混

雑を発生させない窓口とする手段

であるＷｅｂを通じて日時を指定

した窓口予約制を導入することに

より職員も住民も計画的に行動す

ることができ、新型コロナウイル

ス感染のストレスが軽減すると思

うが、本市の考えを問う 

 繁忙期における窓口での最大待ち時間はどのぐらいか。また、

現在、窓口で行っている新型コロナウイルス感染症対策はどのよ

うであるか 

 コンビニエンスストアからの住民票の写し等の証明書の発行実

績はどのようであるか 

 新たな新型コロナウイルス感染症対策として、Ｗｅｂを通じて、

日時指定予約ができる仕組みを導入する考えはあるか 
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質  問  者  ５ 工 藤 政 明 議 員 （市友会） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ 感染症への対策に

ついて 

１ 令和２年５月に開催された新型

コロナウイルス感染症対策専門家

会議において、新型コロナウイル

スを想定した「新しい生活様式」

を具体的に思い描くことができる

実践例が示された。「新しい生活

様式」の実践について、本市の取

組と今後の考えを問う 

 実践例に関する周知や啓発は、どのような内容と頻度で行われ

ているのか 

 本市が行っている実践例の取組は、市民への啓発や模範を示す

上で有効と思われるが、どのような実践例が取り入れられている

のか 

 実践例を市民生活に定着させることは、様々な感染症を予防す

る策として有効と思われるが、そのための方策を考えているのか 

 

２ 風しんの定期接種を受ける機会

がなかった男性を対象として進め

られている風しんの追加的対策に

ついて、本市の現状と今後の取組

を問う 

 追加的対策を実施する目的は何か。また、新規に対象者が追加

された理由を把握しているのか 

 再勧奨及び新規の対象となる市民は何名なのか。また、実際に

抗体検査を受けた人の割合を把握しているのか 

 追加的対策の実施期間内に抗体検査が未実施の方へ再案内を行

う考えはあるのか 

 

３ おたふくかぜと呼ばれる流行性

耳下腺炎は、理由がはっきりしな

いものの４年から５年の周期で流

行があると言われている。おたふ

くかぜ及びその流行に対する本市

の予防策を問う 

 おたふくかぜに関する周知や啓発は、どのような内容と頻度で

行われているのか 

 流行の目安とされている定点医療機関１か所あたりの患者数は

把握しているのか。また、把握しているのならば、流行の周期性

をどのように捉えているのか 

 流行に対する予防策をどのように考えているのか 

 国のワクチンの定期接種化の動向を把握しているのか 
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４ 人畜共通の感染症である狂犬病

を予防するため、犬の飼い主が受

けさせることになっている犬の狂

犬病ワクチンの接種について、本

市の現状と今後の考えを問う 

 狂犬病に関する周知や啓発は、どのような内容と頻度で行われ

ているのか 

 犬の登録頭数は何頭なのか。また、５年前、１０年前と比較す

るとどのような状況なのか 

 狂犬病ワクチンの接種率の過去５年間の推移はどのような状況

なのか 

 令和２年度の狂犬病予防集合注射を中止したことによる接種率

への影響をどのように考えているのか 

 接種率が１００％でない理由をどのように捉えているのか。ま

た、接種率向上策は考えているのか 

 

２ 交通安全施策につ

いて 

１ 歩行中の交通事故死傷者数を年

齢別に見た場合、７歳児が際立っ

て多いとの報告がある。７歳児の

交通事故遭遇に着目した交通安全

指導について、本市の現状と取組

を問う 

 本市の歩行中の交通事故死傷者数を年齢別に見た場合、どのよ

うな特徴があると捉えているのか。また、７歳児の被害事故の状

況をどのように把握しているのか 

 ７歳児の交通事故を減らすためには、小学校に入学する前から

の交通安全指導が重要とされているが、小学校入学前の保育園に

おける交通安全指導はどのように行われているのか 

 小学校入学後の交通安全指導はどのように行われているのか 

 

３ 小学校に配備した

ライフジャケットに

ついて 

 

１ 平成２５年度に標高が低く沿岸

部地域であることを理由に横須賀

小学校と緑陽小学校へライフジャ

ケットの配備を行っているが、ラ

イフジャケットを着装する避難行

動について問う 

 各小学校におけるライフジャケットの配備数及び収納している

場所はどのような状況なのか 

 どのような災害を想定してライフジャケットを配備しているの

か 

 ライフジャケット着装から避難を行うまでの一連の避難行動は

具体的に立案され、それに基づいた避難訓練は行われているのか 

 保育園において、現在ライフジャケットの配備はしていないが、

同様の地域特性である保育園における災害時の避難の対応をどの

ように考えているのか 
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質  問  者  ６ 神 野 久美子 議 員 （公明党） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ ひきこもり支援の

推進について 

１ ひきこもり支援センターほっと

プラザは開設から１２年目となる

が、これまでの総括として、事業

の検証と問題点を問う 

 過去５年間の相談件数の推移と、それに対する評価と問題点は

あるか 

 相談を受けてから、支援が進んでいないケースは何件あるか。

また、支援が進まない理由は何か 

 職員の対応能力向上のために実施してきた取組と、今後の課題

は何か 

 １２年目の総括として、ほっとプラザを今後どうしていく考え

か 

 

２ ひきこもりの長期化・高年齢化

が進み、８０５０問題として社会

問題となっているが、今後の本市

のひきこもり支援について問う 

 ８０５０問題に対して、本市の状況と課題は何か 

 ひきこもり者を増やさないためには、ひきこもりになる前と、

ひきこもりになった後の両方の支援が必要だと考えるが、今後ど

のような支援を考えているか 

 

２ 子宮頸がんワクチ

ン接種について 

１ 厚生労働省から、令和２年１０

月９日にヒトパピローマウイルス

感染症に係る定期接種の対象者等

へ周知についての通達があった

が、市としてどのように対応する

のかを問う 

 子宮頸がんワクチン接種について市民からの問い合わせ状況は

どのようか 

 高校１年生への対応として、３回接種が年度内に収まらず、再

度郵送すべきと考えるがどうか 

 中学１年生から３年生に対して再度厚生労働省作成の改定後の

新リーフレットを郵送すべきと考えるがどうか 

 

３ 性的多様性に対す

る取組について 

１ ＬＧＢＴ等、性的マイノリティ

が多様化する中、教職員の児童生

徒への対応について問う 

 教職員向けにＬＧＢＴの生徒への対応を記した手引きの活用は

されているか 

 

２ 市職員がＬＧＢＴについて、理

解をするための取組とパートナー

シップ制度の導入について問う 

 性の多様性への理解を深めるため、市職員に向けた研修の実施

や、職員ハンドブックを作成する考えはあるか 

 同性のカップル等を結婚相当の関係だと公的に認める「パート

ナーシップ制度」導入の考えはあるか 
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質  問  者  ７ 井 上 純 一 議 員 （公明党） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ 重層的支援体制整

備事業について 

１ 厚生労働省では、制度・分野の

枠や、「支える側」「支えられる

側」という従来の関係を超えて、

人と人、人と社会がつながり、一

人ひとりが生きがいや役割を持

ち、助け合いながら暮らしていく

ことのできる包摂的な地域共生社

会の実現を推進している。また、

２０２０年の通常国会では、①断

わらない相談支援、②参加支援、

③地域づくりに向けた支援を内容

とする新たな事業として「重層的

支援体制整備事業」の創設を柱と

した「社会福祉法等改正法」が成

立し、２０２１年４月から施行と

なる。これを受けての本市の取組

について問う 

 早期のつながりを実現するために、縦割り行政に横串を通す、

断らない相談支援が必要と考えるが、本市の取組状況及び課題は

どのようか 

 地域づくりに向けた支援の取組状況及び課題はどのようか 

 

２ 新たなコミュニテ

ィづくりについて 

１ ２０２０年の通常国会で「雇用

保険法等改正法」が成立した。主

な改正内容は、希望する人が７０

歳まで働けるよう就業機会の確保

を企業の努力義務とし、兼業・副

業等、多様な働き方も後押しする

もので、２０２１年４月から施行

となる。これにより懸念されるの

が、コミュニティ等の地域活動に

おける担い手不足である。そこで、

本市の対応策について問う 

 コミュニティ等の地域活動における担い手不足の現状を本市は

どのように考えているか。また、今後の対応策はどのようか 

 町内会・自治会の負担を軽減し、コミュニティを中心とした地

域活動を推進するため、コミュニティの事務局に報酬を出して、

市が町内会・自治会に依頼している業務の移譲を検討してはどう

か 
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３ デジタルミニマム

社会の構築について 

１ 政府は、行政の効率化を進める

「デジタル庁」の創設に向け、次

期通常国会に関連法案を提出する

予定である。その中で、世界で遅

れを取る日本のデジタル化の鍵を

握るのは、全ての人が最低限必要

なＩＣＴ技術を使えるようにする

デジタルミニマム社会の構築であ

る。政府は、これまでＩＣＴに触

れる機会の少なかった人たちの支

援として「地域ＩＣＴクラブ」の

普及や「デジタル活用支援員」の

制度創設の検討を進めている。そ

こで、本市の今後の取組について

問う 

 デジタルミニマム社会の構築について本市の考えはどのようか 

 小中学校のプログラミング教育を補完する事業として「地域Ｉ

ＣＴクラブ」の実施を検討してはどうか 

 シルバー人材センターと連携し、高齢者が互いに支えあってＩ

ＣＴスキルを向上できる場を提供してはどうか 

 

４ 男性の育児休業取

得の推進について 

１ 政府は、少子化対策として、次

期通常国会での「父親の産休制度」

の創設を目指している。しかし、

日本商工会議所の調査によると、

中小企業の約７割が男性社員の育

児休業取得の義務化に反対してい

るのが現状である。そのため、男

女を問わず仕事と家事・育児を両

立しやすい環境の整備が必要とさ

れている。これは、本市の推進す

る男女共同参画プランⅢの基本理

念とも合致するものである。そこ

で、本市の取組について問う 

 本市の男性職員の育児休業取得率はどのようか。また、今後の

目標はどのようか 

 男女共同参画プランⅢの推進として、男性の育児休業取得に関

する取組をどのように進めるのか 
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質  問  者  ８ 近 藤 美保子 議 員 （日本共産党議員団） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ 新型コロナウイル

ス感染症対策につい

て 

１ 全国的に新型コロナウイルス感

染者が拡大し、第３波とも言われ

ている。東海市でも感染者は令和

２年１１月に入り、連日のように

増加し、接触者の感染も発生して

いる。 

  日本医師会の中川会長等から

「Ｇｏ Ｔｏ トラベル」が「き

っかけになったことは間違いな

い」との指摘もあり、経済優先の

全国一律のＧｏ Ｔｏ トラベル

は中止すべきであると考える。ま

た、感染拡大を防止し、影響を最

小限にするために「大規模・地域

集中的なＰＣＲ検査」及び「病院・

介護施設等への社会的検査」を早

急にする必要がある。それらの財

政措置は全額国庫負担が求められ

ている。多くの医療機関が経営困

難な状況下、公立西知多総合病院

の役割は大きく、自治体の支援が

欠かせない。そこで、本市の感染

防止策について問う 

 新型コロナウイルス感染症の市内感染の現状をどのように認識

しているか。また、感染経路の分析等が必要と考えるが、市独自

でどのように対応をしているか。 

市長として、市民へ感染拡大の現状や対策等市民にメッセージ

を発信すべきではないか 

 公立西知多総合病院に隔離病床は何床あり、現状、余裕はある

のか把握しているか。また、マスク、防護服等の確保はどのよう

な状況であり、感染リスクの高い職種への危険手当はどのようか

把握しているか。本市の支援策の考えはどのようか 

 県、保健所と連携し、本市のＰＣＲ検査実施件数、陽性率を明

らかにすべきではないか 

 市内の医療機関、高齢者福祉施設等のＰＣＲ検査の実施状況は

どのようか。また、感染リスクが高く、集団感染が発生しやすい

施設の、医療従事者及び介護従事者等に定期的にＰＣＲ検査をす

るべきではないか 

 国、県に財政的支援を求め、市民のＰＣＲ検査を公費で実施す

る考えはないか 
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２ 障害者控除対象者

認定書について 

１ 障害者手帳の所持にかかわら

ず、介護認定を受けていて、各市

町村から税法上の障害者と認めら

れる「障害者控除対象者認定書」

が発行できれば、障害者控除を受

けられる。 

  知多北部広域連合は各市町に介

護認定・認知症等のデータを送っ

ていると聞いていることから、本

市の障害者控除対象者認定書の交

付における市の考えについて問う 

 障害者控除対象者認定書について、県内の２７市町村が自動的

に個別送付している。本市が自動送付していない理由はどのよう

か 

 平成３０年には障害者控除対象者認定書が２９１枚発行されて

おり、他市町村と比べ少ない。対象者全員が障害者控除申請がで

きるよう、本市も認定書を自動送付すべきではないか 

 

３ 太佐山高射砲陣地

跡について 

１ 戦後７５年がたち、戦争を知る

世代が少なくなってきたが、戦争

で多くの尊い命が失われたこと、

また、被爆国であることを忘れて

はならない。 

  私は市民団体と発掘・調査が実

施された太佐山高射砲陣地跡に行

き、説明を受けた。一つの場所に

６門の砲座、兵舎、通信所、交通

壕等があり、敵機を落とす兵士の

動きが思い浮かべられるような陣

地跡であった。 

  高射砲跡は開発により壊されて

いることが多く、太佐山高射砲陣

地跡を後世に残すべきと考え、市

の保存方法を問う 

 今回の調査結果及び認識はどのようか 

 太佐山高射砲陣地跡は緑陽公園整備区域となるが、戦争遺跡と

して、有識者等の意見を踏まえ、保存整備すべきと考えるがどう

か 

 平和教育に活用できるよう、整備をしてはどうか 
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質  問  者  ９ 坂   ゆかり 議 員 （日本共産党議員団） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ らんらんバスの拡

充について 

１ 令和２年１０月１日から、らん

らんバスのダイヤが改定され、新

たに朝夕ダイヤが導入された結

果、昼間の時間帯は１００分に１

本から、１２０分に１本となり、

市民から不便になったという声が

多く聞かれる。高齢者が安心して

利用できるらんらんバスとするた

めの方策について問う 

 ダイヤ改定で、朝夕ダイヤができた一方で、昼間の時間帯は１

００分に１本から１２０分に１本となり、午前中に病院を受診す

る等で利用者が、同じバスに集中している。高齢者が安心して利

用できるようにするためにも、路線を増やし、１時間に１本は、

走らせるべきではないか 

 朝夕ダイヤの利用状況は、路線別でどのようか。また、定期券

の売り上げはどのようか 

 ７５歳以上の方のらんらんバスの無料化により利用者が増え、

喜ばれているが、利用する際に、後期高齢者医療被保険者証を専

用のカードケースに入れて提示することになっているため、不便

を感じたり、抵抗があるという声を多く聞いている。保険証では

なく専用の無料パスを発行するべきではないか 

 

２ 教育環境の充実に

ついて 

１ 文部科学省は、令和３年度予算

編成の概算要求で、義務教育標準

法を改正し学級編制を現在の４０

人から３０人に引き下げるべきだ

との考えを明らかにしており、萩

生田文部科学大臣は、１１月１３

日の衆議院文部科学委員会で、「３

０人が望ましいと私は思う。」と

答弁している。新型コロナウイル

スで強いストレスを感じている子

どもたちの教育環境の改善のため

の少人数学級の実現について問う 

 令和２年６月定例会の一般質問で、３０人学級を実施した場合、

６０教室が不足すると答弁があったことからも、少人数学級を実

施できる計画を早急に立てる必要があると考えるがどうか 
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２ 社山北地区の造成が始まってお

り、令和５年度に入居が開始され

るとのことだが、子育て世代が多

く入居し、学齢期の子どもが急増

することが予想されるため、市の

対応について問う 

 社山北地区で、約１０００人の人口増を見込んでいるが、その

うち学齢期の子どもの人口はどれくらい増えると予測しているか 

 社山北地区は、どの小中学校の通学区域とすると考えているか 

 現在の教室数で、どのように対応する計画か 

 

３ 社山地区から加木屋小学校への

通学路の防犯対策について問う 

 社山地区から加木屋小学校までの通学路が変更になり、通学時

間が１０分程、短縮された。一方で、人家が途絶える区間があり、

防犯上心配する声があるため、通学路の安全対策をとる必要があ

ると考えるがどうか 

 

３ 降下ばいじん対策

について 

１ 新型コロナウイルスの感染者が

増えつつある冬期に、コロナ対策

として換気が大切と専門家からも

指摘されている。市民の多くも実

行すると思われるが、普段の冬場

は、暖房をつけ、降下ばいじんが

入り込まないように窓を常に閉め

ている。しかし、コロナ対策で換

気すると、降下ばいじんが多く入

り込むことになり、生活環境が悪

化することになる。感染の収束が

見通せない中で、降下ばいじん量

を減らしていくことが急務だと考

えるが、市の考えを問う 

 愛知県の降下ばいじんの測定地点８カ所のうち、横須賀中学校

が、降下ばいじん量も一番多く、不溶解成分の中で、全鉄の割合

が、突出して多い。分析結果から見ると、降下ばいじん発生源を

明らかにすることができると考えるがどうか 

 東海市大気測定結果のサイトを最近見たところ、降下ばいじん

の過去２年分の経月変化のページで、移動測定局の養父町公民館

の値が掲載されていなかった。一方、令和元年度は、測定してい

ないはずの富木島中学校の欄がそのまま残されていた。市民に正

確、迅速な情報提供をするべきではないか見解を問う 
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４ 工場夜景遊覧クル

ーズについて 

１ 「広報とうかい」の令和２年１

０月１日号で、１ページを使って、

「工場夜景遊覧クルーズ」の募集

の記事が掲載され、他にもカラー

刷りのチラシやポスターも各公共

施設に置かれていた。今回、募集

があったのは４つのコースで、定

員が各２０人だった。１０月１日

から申し込みが開始されたが、１

１月１日発行の東海市観光協会会

報によると、「どのツアーも販売

スタートから１時間足らずで売り

切れてしまう盛況ぶり」と掲載さ

れていた。市民の方から、「１０

時３分に電話が通じたが、既に売

り切れと言われた」と聞いたが、

市の広報にも載せた行事であり、

電話とホームページからの申し込

みが公平に実施されたか問う 

 １人で何人まで申し込みできるというような制限の有無及び、

申込人数の制限についての周知状況をどのように把握しているか 

 電話とホームページからの申し込みが公平になるような工夫に

ついて把握しているか。また、今回の募集方法について課題と思

われることはあるか 
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質  問  者  10 村 瀬 晃 代 議 員 （子どもたちに青い空） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ 東海市特定疾病に

ついて 

１ 東海市特定疾病と新型コロナウ

イルス感染症との関連性について

問う 

 特定疾病患者が新型コロナウイルス感染症に感染した場合、重

症化するリスクが高まると考えられるか 

 

２ １９７４年に施行された公害健

康被害補償法により、全国で４１

の地域が第一種地域に指定された

が、国は１９８７年９月の改正に

より、すべての指定を解除した。

これを受けて、本市は１９８７年

１２月２５日に「東海市特定疾病

患者の医療費の助成に関する条

例」を、１９８８年２月２４日に

「東海市特定疾病患者の医療費の

助成に関する条例施行規則」を制

定したことについて問う 

 第一種地域であった本市の指定が解除されたことで、本市は大

気汚染に関する公害健康被害が改善されたと考えているのか 

 本市の特定疾病患者の対象者の要件はどのようで、その要件は、

国の公害健康被害者に準じたものか 

 本市の特定疾病患者の認定に関する手続では、医学的な検査結

果等の提出を求めるのか。また、国の公害健康被害者が市の特定

疾病患者となる場合の手続内容はどのようか 

 １９８７年度末及び１９８８年度末における特定疾病患者の認

定者数はどのようか 

 

３ 公害健康被害補償法に係る本市

における国の公害健康被害者及び

東海市特定疾病患者について問う 

 本市における国の公害健康被害者数及び東海市特定疾病患者数

の過去５年の推移と分析はどのようか 

 本市の特定疾病患者のうち、乳幼児及び小中学生の認定患者数

と分析はどのようか 

 

４ 大気汚染等の原因を明確にし、

健康を脅かす要素について、正し

く伝えることが市民の健康と安全

に対する市長の責務と考えること

から、市長の見解を問う 

 新規で特定疾病患者に認定される者がいることをどのように考

えているか 

 本市の特定疾病は、大気汚染が原因の公害病であると考えるな

らば、発生源を特定し新規の患者が出ないようにすべきと考える

が、市長は約２０年の市政において、どのような対策を行い、効

果はどのようであったか。公害病でないと考えるのであれば、患

者個人の体質等に由来する病気に対して、長年にわたり公費を支

出した根拠は何か。また、今日まで条例改正を行わなかった責任

をどのように考えるか 
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２ 鈴木市政について １ 鈴木市長の５期目の任期は残り

数か月となったが、公害問題とい

った市民の健康被害に関する課題

に対し、市長は熱心に向き合って

こなかったと考える。また、５回

にわたる市長選挙において、選挙

は３回行われており、いずれも得

票率が２５％程度であったことか

ら、市民の声を広く聞くべきであ

ったと考える。このことから市長

の見解を問う 

 市長は、今日までの公害問題が改善されなかった責任を取り直

ちに職を辞し、５期目の退職金はもとより、これまで任期満了毎

に受け取っていた計約１億円の退職金も市へ返納すべきと考える

が、見解はいかに 

 市長は、投票に来なかった有権者の声を吸い上げるために、市

民から直接意見や要望を聞く市民集会等を今までに開催したか。

開催した場合、開催した回数、日時及び場所はどのようか。また、

開催しなかった場合、その理由はどのようか 

 

３ 温室効果ガスにつ

いて 

１ 菅首相が就任後初の所信表明演

説において、２０５０年までに国

内の温室効果ガス排出量を実質０

とすることを目標にすると表明し

たことを受け、本市における温室

効果ガス排出量の削減に向けた対

応及び今後の取組について問う 

 愛知県では、岡崎市、半田市、豊田市及びみよし市が温室効果

ガス排出量の削減を表明しているが、本市が表明しない理由はど

のようか 

 日本製鉄㈱名古屋製鉄所における温室効果ガスの排出量をどの

ように把握しているか 

 首相の表明を受け、今後、臨海部企業に対し温室効果ガス排出

量の削減に向けた取組をどのように進めるつもりか 

 

４ ネーミングライツ

の導入について 

１ 公共施設における維持管理経費

軽減のため、ネーミングライツの

導入について、本市の考えを問う 

 令和元年９月議会での質問で、公共建築物や歩道橋等へのネー

ミングライツの導入について、引き続き検討を行うとのことであ

ったが、どのような検討が行われているのか。また、現在におい

ても導入されていない理由はいかに 

 ネーミングライツで得た収入を市民への減税等により還元すべ

きと考えるがいかに 

 

 

  



 24 

質  問  者  11 村 瀬 進 治 議 員 （子どもたちに青い空） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ 鈴木市政について １ 鈴木市長の在任期間である５期

２０年という長期間にわたる市政

運営について問う 

 市長選において、候補者討論会を開催するべきと考えるがいか

に 

 鈴木市長の４期までの退職金の総額はいくらか 

 

２ 選挙方法の改善に

ついて 

１ 本市の選挙における投票率の向

上に向けた取組について問う 

 中ノ池地区の投票所設置に関する住民説明会を開催すべきと考

えるがいかに 

 現在の選挙管理委員の最長任期者は何年目か 

 期日前投票所において、複数の立会人が配置されているか等の

公平性は保たれているのか 

 期日前・当日投票所の増設等は、人的確保、費用対効果及び突

然の解散総選挙に対応できるか等の視点から判断が必要であり、

市全体のバランスを考慮して総合的に判断するとの見解を示して

いる中、横須賀中学校地区の有権者数は、木田地区の有権者数の

１１倍以上であるが、アンバランスではないのか 

 投票所の見直しのきっかけとして、投票環境が大きく変わった

場合をあげているが、具体的にはどのような場合か。また、中ノ

池地区の投票所の指定は「特別な事情が発生しない限り」行わな

いとの見解について、特別な事情とは具体的にはどのような事情

か 

 市内投票所２８か所中、最大の横須賀中学校地区の有権者５，

６８０人の約４０％を占める中ノ池地区には投票所もなく、コロ

ナ禍の時こそ、中ノ池地区の高齢者等に困難を強いることになる

ことから、次回の市長選から、現行の直接投票、期日前投票に加

え、全国に先駆けて、郵便投票及びインターネット投票を導入す

るべきと考えるがいかに 

 

３ 小中学校の給水対

応について 

１ ペダル式給水機の設置状況が学

校によって異なることから、設置

に関する考え方及び今後の設置の

方向性について問う 

 本市では、給水機の設置に関して学校に任せていると思われる

が、児童生徒の体調管理の面から、全小中学校において設置すべ

きと考えるがいかに 
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４ 小学生のマスク着

用について 

１ 成長期にある児童の長時間にわ

たるマスク着用は、身体の成長に

影響があると思われることから、

着用に関する考え方について問う 

 児童のマスク着用に関して、学校における指導方針はいかに 

 知多市では小学校を出たところから着用は任意としているが本

市も同様の取扱いとする考えはいかに 

 

５ 不登校児童生徒に

ついて 

１ 小中学生の不登校児童生徒が増

加していることから、不登校児童

生徒の実態及び改善策について問

う 

 不登校児童生徒の増加の要因分析及び改善策の状況はいかに  

６ 道路照明灯・防犯

灯について 

１ 道路照明灯・防犯灯の全灯ＬＥ

Ｄ化に向けた取組について問う 

 ＬＥＤ化による苦情件数及びその内容はいかに 

 以前は電球の交換に１回当たり８，０００円から６０，０００

円の経費がかかっていたとのことだが、ＬＥＤ化をしたことによ

る今後の経費の見通しはいかに 
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７ 公害及び温室効果

ガスについて 

１ 日本製鉄㈱による各種公害対策

等について問う 

 ばいじん飛散による市民の不安に対する市長の考えはいかに 

 日本製鉄㈱名古屋製鉄所に出入りしている車両は、車体にばい

じんを付着させているが、車体へのばいじん付着の減少に向けた

要請の状況はいかに 

 西風強風時には、ばいじん飛散量が増加することから、早急に

横須賀港西の野積みスラグヤード（鉱さい堆積場）からのばいじ

ん飛散を止める要請をするべきと考えるがいかに 

 市民の車へのばいじん付着、特にフロントガラスへの付着によ

り、運転の安全性へも影響していることから、車のカバーに関す

る補助制度を創設する必要があると考えるがいかに 

 愛知県立横須賀高等学校の体育館におけるばいじん被害に関す

る苦情の件数、内容及び対応の把握状況はいかに 

 市は、ばいじん被害を被った市民に対し、国・県・市・ばいじ

ん排出企業による損失補償を行うべきと考えるがいかに 

 二酸化炭素の約３００倍ともいわれる温室効果のある一酸化二

窒素（Ｎ₂Ｏ）の日本製鉄㈱名古屋製鉄所の排出量は把握している

のか 

 国が２０５０年までに温室効果ガスの排出量を実質「０」にす

ると表明している中、日本製鉄㈱へ国の目標達成に向けた要請を

行う考えはあるのか 

 

８ 防災スピーカーの

活用について 

１ １億円以上の建設費をかけた２

２基の防災スピーカーの有効な活

用方法について問う 

 知多市では、防災スピーカーを通じてコロナ対策に関する情報

を市長自ら広報しているが、本市においても防災スピーカーと市

内小中学校の放送設備を連携させて、同様の取組を行う考えはい

かに 

 

９ 課長職の資質向上

への取組について 

１ 所属する職員を監督し、課全体

の事務を処理する課長職の資質向

上に向けた取組について問う 

 課長等の資質向上に向けた研修等の実施状況、その効果につい

てどのように分析しているのか。また、事務のマネジメント手法

等について、実際に効果のあった好事例を組織全体に横展開する

ことで、課長の資質向上を図る考えはいかに 
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１０ 中学生の靴下に

ついて 

１ 横須賀中学校における靴下の色

の指導に関して、長年にわたり生

徒及び保護者に対して解決策を提

示していないことから、市の考え

について問う 

 学校内での靴下の色に関する問題を把握しているのか。また、

いつからの問題であると捉えているのか 

 生徒・保護者の意見に対してどのように対応したのか 

 同様の問題は他の中学校でも起こっているのか。また、この問

題に対する今後の市の対応方針はいかに 
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質  問  者  12 間 瀬 友 浩 議 員 （東海市民の声） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ 児童生徒の社会を

生き抜く力の向上に

ついて 

１ 埼玉県は平成２７年度から県独

自の新しい学力・学習状況調査を

実施している。この調査は、項目

反応理論に基づいた試験であり、

小学校４年生から中学校３年生を

対象として学力及び非認知能力を

毎年把握している。このことによ

り、児童生徒一人ひとりの学力に

加え、自制心、勤勉性、やり抜く

力等の非認知能力の変化を把握す

ることができる。その結果、教員

の指導の改善が図られ、児童生徒

の学力及び非認知能力の伸展につ

ながっている。本市においても教

員の授業力を更に向上させ、児童

生徒の社会を生き抜く力の向上を

図るべきと考えるが、学力及び非

認知能力の向上に向けた状況及び

今後について、本市の考えを問う 

 児童生徒一人ひとりの学力及び非認知能力の伸展について、蓄

積及び把握をどのように実施しているのか 

 学力及び非認知能力の状況について、どのように授業に活かし

ているのか 

 令和３年４月に児童生徒一人一台のタブレット端末が導入され

ることを踏まえ、コンピューターを利用した試験（ＣＢＴ）の実

施を視野に入れながら、新しい学力・学習状況調査を既に実施し

ている自治体と連携し、今後導入する考えはあるか 
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２ 新学習指導要領が小学校では、

令和２年度から実施され、中学校

では令和３年度から実施される。

新学習指導要領では、主体的・対

話的で深い学習を取り入れ、子ど

も達の学習方法を変えることも重

要視されている。今後、社会の変

化は益々、激しくなることに加え、

ＡＩやロボットの普及が進むこと

で、児童生徒の社会を生き抜く力

の向上を図るべきと考えるが、小

中学校における学習の状況及び今

後について、本市の考えを問う 

 小中学校において、主体的・対話的で深い学習を取り入れた特

徴的な授業は、どのように実施しているのか 

 主体的・対話的で深い学習において、児童生徒をどのように評

価していくのか 

 

２ 児童虐待防止策の

強化について 

１ 令和２年７月に閣議決定された

骨太の方針２０２０の児童養護の

関連記述において、児童虐待防止

策の強化に向けて、「児童相談所

の体制強化」だけでなく、「市町

村の体制強化」も加えて盛り込ま

れた。また、新たな感染症の発生

等の危機の到来による事業の中止

等により、子どもに社会の目が届

きにくくなることがある。どのよ

うな状況であっても子どもをしっ

かりと見守ることができる体制が

必要と考えるが、児童虐待防止策

の状況及び今後について、本市の

考えを問う 

 要保護児童対策地域協議会は、事案の危険度及び緊急度の判断、

関係機関の役割分担、支援方法等を適時適切に協議できる体制に

整備されているのか 

 厚生労働省は令和４年度までに全市区町村に子ども家庭総合支

援拠点を設置するよう求めているが、本市の設置に向けた取組は

どのような状況なのか 

 

 

 

 


